
 
 
 
           
     

 
 
 

                

 
 
PRESS RELEASE 

大学記者クラブ加盟各社 御中 
           平成２１年 ６ 月２４日 

           岡 山 大 学 

 

 平成 21 年度国立大学図書館協会賞を附属図書館が受賞しました。 
 

 

 

 

 

 

平成 21 年度国立大学図書館協会賞を受賞し、平成 21 年 6 月 19 日（金）に新潟にて開催されました

国立大学図書館協会総会において表彰されました。 

 国立大学図書館協会賞は前身の国立大学図書館協議会時代から 44 回を数える伝統のある賞で、大学

図書館活動および図書館・情報学研究に顕著な業績をあげた個人およびグループに対して贈ら

れるものです。 

今回、岡山大学附属図書館が実施している「岡山大学附属図書館所蔵貴重資料の教育普及プロジェクト 

～ワークショップ・まちあるき手法を取り入れた貴重資料活用事例～」が 

 ・デジタル化した貴重資料を教育普及活動における教材として活用している。 

 ・活動の対象が地元の小中学生と公開講座の受講生であり，図書館の役割について 

地域社会での認識を深めた。 

・教育学部との連携，公開講座の開催を通して，図書館以外からの学内協力を得て 

大学の活動として行っており、その中においても図書館員が主体的な役割を 

担っている。 

という理由により採択されました。 

 

     

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学 学術情報部・大元利彦 

（電話番号）086-251-7316 

（FAX番号）086-254-6152 

 

概要：  
国立大学図書館において、顕著な大学図書館活動等に与えられる協会賞を本年度は岡山大

学附属図書館の「岡山大学附属図書館所蔵貴重資料の教育普及プロジェクト ～ワークシ

ョップ・まちあるき手法を取り入れた貴重資料活用事例～」が受賞し、平成 21 年 6 月 19
日の新潟で開催された国立大学図書館協会総会にて表彰されました。 



 
 
 
           
     

 
 
 

                

 
 
補足資料

 

 「岡山大学附属図書館所蔵貴重資料の教育普及プロジェクト 

～ワークショップ・まちあるき手法を取り入れた貴重資料活用事例～」の活動状況 

（経緯） 

 岡山大学附属図書館は江戸期備前の藩政資料である池田家の文書等約 9 万 3 千点を所蔵してます。こ

の池田家文庫には絵図類約 3千点があり、これら資料を中心として平成 9年から毎年絵図展を開催し（平

成 16 年度までは附属図書館内、平成 17 年度からは岡山市との文化事業協力協定により岡山市デジタル

ミュージアムとの共催として同館展示室で一般市民に無料公開しています。（平成 21 年度は 9 月 29 日

（火）～10 月 18 日（日）の予定） 

 また、科学研究費補助金や岡山県・岡山市との共同プロジェクトにより約 2,400 点の絵図をデジタル

化して、インターネットを通じての高精細画像の公開やデジタルデータの貸出を実施しています。デジ

タル化した絵図の利点は、複製・拡大等の加工が比較的容易なため、附属図書館では、これらの利点や

特徴を生かし、貴重資料の教育普及プロジェクトを立ち上げてきました。プロジェクト当初は、絵図類

デジタル画像を小・中学校に貸出し、地域の歴史授業の教材として活用することから始めました。 

１．池田家文庫 こども向け岡山後楽園発見ワークショップ 

平成 18 年度(11 月 25 日)に、附属図書館にプロジェクトチームを形成して、岡山市内の小中学生を対

象とした、第一回目の「池田家文庫 こども向け岡山後楽園発見ワークショップ」を開催。同チームは、

池田家文庫絵図の中から文久 3 年（1863）に描かれた「御後園絵図」の巨大複製絵図（大きさ：約５メ

ートル四方）を作成した。このワークショップは、巨大絵図の上にあがり絵図に描かれている内容を観

察するとともに、実際に後楽園内を歩き、こどもたちの目線で同じところや違うところを発見するとい

内容です。平成 19 年度からは教育学部と連携して、同学部の実習科目として実施しています。実施内

容については、学生が授業で考えた企画（紙芝居による読み聞かせ「江戸時代の後楽園」、スタンプラ

リー形式でのシール集めやカード集め）を学生とプロジェクトチームのメンバーが分担して準備し、当

日は小中学生を数グループに分けて絵図をもって岡山後楽園内を探索し、今と昔の比較を発見・発表し

てもらっている。 

平成 21 年度についても平成 21 年 7 月 11 日（土）と 12 月 5 日（土）に実施予定。 

２．岡山大学公開講座「池田家文庫絵図をもって岡山を歩こう」 

 体験型学習を生涯学習に取り入れた企画として、平成 20 年度から「池田家文庫絵図をもって岡山を

歩こう」という公開講座を実施しました。各地の大学図書館で行われている展覧会（陳列方式）による

貴重資料の公開ではなく、江戸時代の城下町等が描かれた絵図の縮小版またはその場所の拡大したもの

を手にして絵図に描かれた町並みと現在の町並みを実際に歩きながら体験してもらおうという「まちあ

るきの手法」を取り入れた講座で、コース上にある歴史的に重要な場所では、講師の先生による解説を

聞くことができ、自らの居住している近世の歴史を、自らの見聞で感じてもらうことができる企画です。 



 
 
 
           
     

 
 
 

                

 
 
補足資料

 実施初年度となった、平成 20 年度は 5 回シリーズで構成し、1 回目は「池田家文庫城下町絵図」に

ついての講演会を、2 回目以降に岡山城、城下町（岡山市中心部）、岡山後楽園、旧山陽道を実際に学び

ながら歩く企画としました。 

 平成 21 年度は 5 月 30 日、6 月 6 日（実施済み）9 月 26 日、10 月 24 日、11 月 21 日に開催予定。 

 

授与された表彰状とメダル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


